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                       青梅市立新町中学校 

～～休休校校期期間間ももああとと一一週週間間でですす～～  

 長かった休校期間も残り一週間となりました。本日は最後の臨時登校日でした。多くの課題に毎回し

っかり取り組めていて素晴らしかったです。今回の課題も頑張りましょう。 

入学してから二か月間、東京都でもようやく学校再開に向けて動き出そうとしています。「中学生にな

って」の作文を読むと、新しい生活を心待ちにしている人や、新しい仲間と出会うことを楽しみにして

いる人も多くいました。６月に入っても最初は分散登校の予定です。また、情勢によって急な変更も考

えられます。学年の仲間全員で活動できる日はまだもう少し先になりそうですが、今はそれぞれできる

ことを精一杯やっていきましょう 

 

 

☆５月２５日に５月１８日に出された各教科からの課題を提出します。各教科からの指示を確認し、最

終準備をしておきましょう。 

☆前回同様、各教科から課題が提出されます。次の週の登校日に提出できるよう、計画的に学習を進め

ましょう。フォーサイトも引き続き活用しましょう。詳しくは、各教科の先生からの指示に従ってく

ださい。 

☆次回の登校日ついて  

 現時点では「学校再開６月１日、給食再開６月８日、６月１日～５日の間は時差登校・分散登校を実

施する」となっておりますが、具体的にどのように実施するかはまだ決定しておりません。決まり次

第ご連絡いたしますのでメール配信、マチコミでの確認をお願いいたします。ご不明な点がございま

したらお問い合わせください。 

【持ち物】 

・各教科の提出課題  ・フォーサイト  ・ぞうきん２枚（名前を書かずに持ってきてください） 

【服装】 

６月１２日までは夏服移行期間です。その日の気温に合わせて夏服、冬服選んで着て来てください。「身

だしなみについてのきまり」については 5 月１８日に配布したプリントを参照してください。 

  

～～保保護護者者のの方方へへ～～ 

 休校期間もあと一週間となりました。長い休校期間で、生徒も保護者の方も大変な毎日だったと思い

ます。各教科から多くの課題が出されていましたが、生徒たちの取り組みは素晴らしく、中学生になっ

たことの意欲がとても感じられました。これもご家庭での励ましや助言があったからであると感謝して

おります。引き続き、生徒たちが前向きに取り組めるよう、見守っていただければと思います。 

 六月より、登校が始まりますが、当面の間は分散登校です。生徒により登校時間や時間割が異なりま

すので、お子様と一緒にご確認ください。また、給食再開は、８日（月）を予定していますが、場合に

よってはお弁当をお願いすることがあるかもしれません。随時ご連絡いたします。ご迷惑をおかけし、

大変申し訳ありませんがご協力よろしくお願いいたします。 



 

５月２５日の各教科の課題 配布物 

 

  プリントの枚数  ワーク その他 

国語 

・第三回漢字練習（二枚） 

・都道府県漢字プリント（提出な

し） 

・新しい国語のワーク 

 P１６～P２０ 

「ダイコンは大きな根？」 

なし 

社会 
プリント３枚 

説明１枚 解説１枚 課題１枚 
なし 

提出は課題プリント 

１枚のみ 

数学 
課題プリント（冊子） 

評価カード 

数学の問題ノート 

P６～９ 
なし 

理科 

全部で３枚１セット 

・1 年理科プリント NO．４、５ 

・Ａ４両面のシート１ 

ワーク 

「よくわかる理科の学習」 

     ｐ４６，４７ 

ワークはｐ２～６もで

きていない人はやって

おこう。 

英語 プリント 4 枚 なし なし 

音楽 
オリジナル楽器の紹介カード 

1 枚 
なし なし 

美術 プリント 1 枚 なし 提出は最初の授業 

保体 プリント 2 枚 なし なし 

技家 家：課題プリント 1 枚 家：なし 家：提出は最初の授業 

 

 

 

裏に「中学生になって」の作文が載っています！ 

 

  

 



私が中学校生活で頑張りたいことは部活だ。私は吹奏楽部に入りたいと思っている。部活を頑張りたい理由

は主に二つある。 

 一つ目は、吹奏楽部にずっとあこがれていたからだ。きっかけは六年生の時の新町小秋祭り。先輩方がたく

さんの人を前に堂々と演奏している姿がとてもかっこいいと思ったことからだ。それよりも前から吹奏楽部に

入ってみたいと思ったけれど、この時、「入ってみたい」という気持ちから、「絶対に入る」という気持ちに変

わった。そして、先輩方のように堂々とたくさんの人の前で演奏できる人になりたいと思った。 

 二つ目は、自分が真剣に取り組めることにしたいからだ。私は今まで自分の好きなことがよくわからなかっ

た。興味をもつものはあったがそれにも挑戦せずにいた。だから自分の特技といえるものはなく、何かを成功

させるために努力する、何かに打ち込むということはほとんどしたことがなかった。けれど周りの人たちの多

くに自分の特技がそれぞれあることに羨ましく思い、自分が興味をもち、頑張れることを探した。そして見つ

かったものが自分がよく聞く音楽だった。そこから吹奏楽部に入って頑張ってみたいと思うようになった。 

 もちろん部活だけではなく勉強とも両立させながら部活をしなくてはならない。今までよりも時間を大切に

しながら自分で考えて行動しなければいけなくなり、大変で難しいと思う。それでもどちらも成功させられる

ように努力する。そして充実した学校生活を送りたいと思う。 

（A 組 荒巻 紗英） 

 

今はコロナで休校中ですが、学校が始まったらがんばりたいことがあります。そのがんばりたいことは、ま

ず勉強です。中学校のテストや勉強は小学校とは違いすごく難しくなると思います。そのため、学校外での予

習・復習が大事だと思います。だから、今の休校をチャンスだと思い、勉強したいです。次にがんばりたいこ

とは友達関係です。なぜかというと、中学校には今の友達だけではなく、他校から来た人達もいます。その人

達と仲良くできるか不安なことと、今の友達とももっと仲を深めていきたいと思っています。そのためには、

相手に嫌な気持ちをさせないことや自分勝手にならないで相手のことを考えることが大切だと思います。自分

は口が悪いので、そこを直して互いに気持ちがいい友達関係を築けたらいいなと思います。最後に、運動をが

んばりたいと思います。なぜかというと、自分は中学校の部活では運動部に入ります。そのため、走力・筋力

などをつけたいと思っているからです。だから、毎日自分にノルマをつくって、それをできるようにすること

が大切だと思っています。今は休校で外に出れなかったりしますが、家でできるトレーニングをやってみるの

もいいと思います。 

このように、中学生になってがんばりたいことをしっかりやって、気持ちがいい学校生活を送りたいです。                                   

（B 組 成沢 心） 

 

中学生は大人への一歩です。中学生になり自分の苦手なことなどを積極的にできるようにしたいです。特に

がんばりたいことは勉強です。勉強は将来に大切なことだと思うので、今からがんばりたいです。 

 小学生の時は休日に勉強をしていました。少しの時間があっても、ボーっとしていたりして時間を無駄にし

ていたと思います。休校になり、毎日計画を立てて勉強をするようになりました。計画的にやると、時間を有

効に使うことができます。休校が終わると忙しくなり、勉強をする時間が少なくなると思います。だから、時

間を無駄にせず、計画的にやりたいです。また、自分から進んでできるようにがんばります。 

 しかし、中学校の三年間を勉強だけで終わらせるのではなく、部活や行事もがんばり、後悔のない三年間に

したいです。新町中学校はボランティアが盛んだから、ボランティアもやってみたいです。中学校の運動会は、

何回か見たことがあります。その時に、クラスみんなでやる種目をやりたいと思いました。声を出して協力し

ている姿がかっこよく、楽しそうだなと思ったからです。他にも合唱コンクールなどを成功させたいです。部

活は陸上部に入りたいです。私は走ることが大好きです。小学校の時の部活体験で、この先輩たちと一緒に部

活をやりたいと思いました。早く先輩たちと仲良くなり、慣れたいです。 

 学校はいつ始まるかわかりませんが、充実した学校生活を送りたいです。 

（C 組 石川理央） 

  



僕は４か月前、「フジコ・ヘミング」という一人のピアニストに出会った。「フジコ・ヘミング」との出会い

は、僕がピアノを弾くきっかけとなった。 

 フジコさんとの出会いは、テレビで「パガニーニによる大練習曲」の第三番「ラ・カンパネラ」を弾く姿を

見たことだった。その演奏は、とても心がこもっていて、鐘の音を見事に表現していた。初めて演奏を聴いた

人でも聴き入ってしまうほど美しい音色だった。 

 フジコさんのコンサートに行った人たちの笑顔から、自分も誰かを元気づけられるような人になりたいと思

った。 

 そして、「ラ・カンパネラ」の練習を始めた。しかし、楽譜を見ると絶望した。そこには、ショパンのエチ

ュード（練習曲）をはるかに超える大量の音符が広がっていた。しかも、使う鍵盤の範囲が広すぎて手が届か

ない。リストの手は、ドからソまで届くほど大きかったそうだ。そんなに手が大きい作曲家の曲をドからレま

でしか届かない僕が弾けるわけがない。だが、手首を工夫して動かしたり、届かない和音は分散和音にしたり

してみたら、二十一小節まで弾けた。僕は中学３年生の発表会で「ラ・カンパネラ」を弾きたいと思っている。

この曲は、音楽大学を出た人でも弾けないので、３年前から練習しておかないと演奏できないと考えている。 

 フジコさんが、そんな難曲のカンパネラを弾いているのを見て、「魂のピアニスト」と呼ばれている訳がわ

かった。音楽の楽しさや、いいところは、言葉が通じなくても、気持ちを伝えられるところだ。それを僕に教

えてくれたのはフジコさんだ。僕は、「魂のピアニスト」に、ピアノという楽器の楽しさを教わったと思って

いる。カンパネラを弾ける日は遠いかもしれないが、頑張って練習をしていきたい。 

（D 組 新居 大翔） 

 

 私が中学に入ってがんばりたい事は三つあります。 

 一つ目は勉強です。中学校は小学校と違って、覚えることが多くなり、教科も増え、小学校にはなかった中

間・期末テストもあります。私が授業がちゃんとついていけるか、テストでいい点とれるか正直とても不安で

す。でも、毎日欠かさず予習・復習をしてテストでいい点を取れるようにがんばりたいです。また、中学の成

績は行く高校を決めるので、絶対にいい成績をとっていい高校に入りたいです。 

 二つ目は部活です。部活はとても楽しみでもあり、不安でもあり、少し複雑な気持ちでいます。私はバドミ

ントン部に入りたいと思っています。バドミントンには興味があったので入ろうと思っていたのですが、私は

あまりバドミントンが得意な方ではありません。でも、得意じゃないからこそ、がんばって一杯練習して上手

くなろうと思います。また部活にもかかわらず諦めない心・先輩との交流・仲間との協力が大事だと思ってい

ます。特にバドミントンは、目標を決め、仲間と協力してプレーすることが大切です。練習がハードでも、下

手でも自分なりに努力して、勉強と両立できるようにがんばりたいです。 

 三つ目はボランティア活動に参加することです。小学校の時はボランティア活動は、「めんどくさいな」と

思っていたのであまり、参加していなかったけれど、今年からは、ボランティア活動に参加しようと思います。 

 このように、勉強・部活・ボランティア活動、それぞれ努力してがんばろうと思います。 

（E 組 鈴木 優那） 

 
    

 

時が止まったようですが、季節は進んでいます。 

今、アヤメの花がきれいに咲いています。アジサ

イの季節も近いです。こんな時こそ自然にゆっく

り目を向けることができますね。 

 


